
平成１６年度に取得した債券に係る特定資産運用収入及び特定資産取崩収入（経過利息分）について

1.予算における特定資産運用収入の考え方

（１）平成１６年度内に取得後最初の利払日が到来する債券の特定資産運用収入

経過利息
（※）予算においては考慮していない。

特定資産運用収入　￥1,370,000
（※）予算においては、平成１６年度内の利払日に実際に
　　入金される額のみを特定資産運用収入として計上。

（２）次年度以降に取得後最初の利払日が到来する債券の特定資産運用収入

経過利息 （※） 予算においては、次年度以降に取得後
（※）予算においては考慮していない。 最初の利払日が到来する債券の利息は

特定資産運用収入として計上していない。

２.決算における特定資産運用収入の考え方

(A)
\89,995,852

平成１６年度末までの特定資産運用収入＋経過利息

(B) (A)-(B)
経過利息 債券の保有期間に応じた利息
\84,698,492 特定資産運用収入　￥5,297,360

（※）前回利払日の翌日から受渡日までの日数 （※）決算においては、債券の保有期間に応じた利息を
               に応じた利息の債券の売り手への支払い。 　　　　　　特定資産運用収入として計上。

平成１６年度末までの特定資産運用収入＋経過利息 (A)

経 過 利 息 (B) → 収支計算書：特定資産取崩収入へ

特 定 資 産 運 用 収 入 (A)-(B) → 収支計算書：特定資産運用収入へ
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